
住みやすい温かい

地域を目指して
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①卒業あるいは自立に向かっているケース

②住民主体の地域づくりの取り組み

～高齢者の自立に向けて取り組んだこと～
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支援のポイント

◆相談者の状態像を正しく把握

◆相談者の意欲向上を共に考える

◆相談者の温かいフォローアップ

①卒業あるいは自立に向かって
いるケース
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認知症
の疑い

笑うことを思い出して
欲しい。

身体を動かすことを
思い出して欲しい。
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家事能力
の向上

自宅での役割を
持って過ごして欲しい

出
来
て
い
た
食
事
作
り

を
再
開
し
て
欲
し
い
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①卒業あるいは自立に向かっているケース

②住民主体の地域づくりの取り組み

～高齢者の自立に向けて取り組んだこと～
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支援のポイント

◆地域の人の思いを聴き落とさない

◆地域の人の心の動きに合わせて

◆地域の人の迷った時の相談窓口

②住民主体の地域づくりの取り組み
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9月

女性部合同の話
し合い9月

通いの場の相談

11月 初回

地域住民の話し合い
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１２月 2回目

音楽療法
11月 初回

いきいき体操

参加者から

地域の担い手へ
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２月 ３回目

いきいき体操の
説明1月 初回

保健センターとの
打ち合わせ

地域で介護予防
の継続
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住民からの
希望でふれ
あいサロン
の再開決定

堅苦しくなく気軽な気
持ちで参加して欲しい。
昔の井戸端会議のイ
メージで！
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願林寺

認知症
クイズ

いきいき
体操

大山田

住みやすい暖かい地域を目指して
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